
感染防止策チェックリスト O ' 
作成年月日 L十年 ( I月 ( I日

園盤盤霊 本項目では、チェックリストを記入する前に、催物の情報をご入力ください。

催物の名称 等昨日長山奇県薬剤昨れ灯式会

催物の概要

※催物のチラシや計画書等(既存資

言葉痕 ，ー倣茨ゑ f シン庁円、ウ4 ，手持、器 fT... "，ス9-Jr，もf、

料)を併せてご提出ください。

開催日時 々手ロ L十年 II 月之O 日 (0時 00分~rb時 C鉛

会場名 イkw.~i'() イ庁、-(レ
開催場所

住所 長崎苧所、史町ユー 32

収容定員 口 人 むず 収容定員なし

口
収容定員の100%以内

ht 
人と人とが触れ合わない

適切と考える収容率 (大声なし) (※1) 程度の間隔

(上限)
口

収容定員の50%以内
口

十分な人と人との間隅

(大声あり) (※1) (できるだけ 2m、最低1m) 

参加人数 1 IJ 0 ~Q 

出演者チーム等
t糸内の募者(J叶 募学生

※多数のため収まらない場合→別途、一覧をご提出ください。

所属
4ゆ団主五人

代表者役職・氏名 会長，田村渇ヰ長崎県来制貯金

担当者役職・氏名 学号事安星守-宮崎奪ほ 電話番号 。9')-8併7-ム600

主催者

E-MAIL j i m lA ~y 0 I:-¥A② npa...or.jp 

開催案内等

URL 

参考とした業種別ガ
htt~5: 11 WWV'I. nich;yCl~仏・。r ・ jp

イドライン(※2)
その他の

特記事項(※3)
(※1)大声の定義を「観客等が、通常よ りも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」とし、これを積極的に推奨する又は

必要な対策を十分に施さないイベン卜は「大声あり」に該当することと整理する。

(※2)掲載されているホームページのURLを記載してください。

(※3)大声なしの場合は、そう判断した理由や、 大声を伴わないことを担保する具体的な対策を記載してください。



基本的な

感染防止

感染防止策チェックリスト

イベント開催時には、下記の項目(イベント開催時の必要な感染防止策)

を満たすことが必要です。

※5、000人かつ収容率50%超のイベン卜開催時には、個別のイベン卜ごとの

具体的な対策を記載した「感染防止安全計画Jの提出が必要です。

※下記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン(該当する業種において策定

されている場合)を遵守すること。

【大声なしの場合】

飛沫が発生するおそれのある行為(※ 1)を抑制するため、適切な

マスク(不織布マスクを推奨。 坐主毘主.<L..)の正しい着用(※2)

や大声(※3)を出さないことを周知・徹底し、そうした行為を

する者がいた場合には、個別に注意、退場処分等の措置を講じ

る。

①飛沫の抑制(マスク着用

や大声を出さないこと)の

徹底
li 

(※1)[飛沫が発生するおそれのある行為]には、大声での会話を誘発する

ような、大音量のBGMや応援なども含む。

(※ 2) [適切なマスクの正しい着用]については、厚生労働省HPIマスク

の一重旦(:2ム、主」主.~Jfu，なお、 屋外において、他者とE目白〈とれ

②手洗、手指・施設消毒の

徹底

③換気の徹底

着用は必要ないことに留意すること包

(※ 3) [大声]の定義を 「客が、①通常より もはるかに大きな声量で、

②反復・継続的に声を発すること」とする。

【大声ありの場合】

「大声なしの場合」の「大声jを「常時大声を出す行為」と

読み替える。

※大声を伴う可能性があるため収容率を50%とする場合でも、常に大声を

出すことは飛沫防止の観点から望ましいものではないため、対策を徹底

すること。

こまめな手洗や手指消毒の徹底を促す(会場出入口等へのアル

rs1lコール等の手指消毒液の設置や場内アナウンス等の実施)。

[O'I主催者側による施設内(出入口、 トイレ、共用部等)の定期的か

っこまめな消毒の実施。

0' 



基本的な

感染防止

感染防止策チェックリスト

イベント開催時には、下記の項目(イベント開催時の必要な感染防止策)

を満たすことが必要です。

※5、000人かつ収容率50%超のイベン卜開催時には、個別のイベン卜ごとの

具体的な対策を記載した「感染防止安全計画」の提出が必要です。

※下記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン(該当する業種において策定

されている場合)を遵守すること。

o 
入退場時の密集を回避するための措置(入場ゲートの増設や時間

差入退場等)の実施。

休憩時間や待合場所での密集も回避するための人員配置や動線確

o 保等の体制構築。

※入場口・トイレ・売庖等の密集が回避できない場合はキャパシティに応

④来場者聞の密集回避 じ収容人数を制限する等、最低限人と人とが触れ合わない程度の間隔を

確保する。

大声出向合は M と肌合わM 勝間 l

d 
隔」、大声を伴う可能性のあるイベントは、 「前後左右の座席と

の身体的距離の確保j

※「大声ありJの場合、座席聞は1席(立席の場合できるだ112m、限{!l.lm) 

空けること。

o 飲食時の感染防止策(飲食底に求められる感染防止策等を踏まえ

た十分な対策)の徹底。

~ 食事中以外のマスク着用の推奨。

長時間マスクを外す飲食は、隣席への飛沫感染リスクを高めるた
⑤飲食の制限

め、可能な限り、飲食専用エリア以外(例:観客席等)は自粛。

~ ※発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保や、マスクを外

す時間を短くするため食事時間を短縮する等の対策ができる環境におい

てはこの限りではない。

&1 
自治体等の要請に従った飲食・酒類提供の可否判断(提供する場

合には飲酒に伴う大声等を防ぐ対策を検討)。



基本的な

感染防止

⑥出演者等の感染対策

感染防止策チェックリスト

イベント開催時には、下記の項目(イベント開催時の必要な感染防止策)

を満たすことが必要です。

※5、000人かっ収容率50%超のイベント開催時には、個別のイベン卜ごとの

具体的な対策を記載した「感染防止安全計画jの提出が必要です。

※下記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン(該当する業種において策定

されている場合)を遵守すること。

有症状者(発熱又は風邪等の症状を呈する者)は出演・練習を控

えるなど日常からの出演者(演者・選手等)やスタッフ等の健康

0' 管理を徹底する。

※体調が悪いときは医療機関等に適切に相談。

練習時等、イベント開催前も含め、声を発出する出演者やスタッ |

d フ等の関係者間での感染リスクに対処する。

※練習時等であっても、適切なマスクの正しい着用、出演者やスタッフ等の

盟韮重盟の適切な距離確保、換気、必要に応じた検査等の対策が必要。

出演者(演者・選手等)やスタッフ等と観害がイベン卜前後・休

o' 憩時間等に接触しないよう確実な措置を講じる(誘導スタッフ等

必要な場合を除く)

チケット購入時文は入場時の連絡先確認やアプリ等を活用した参|

加者の把握。

[0' ※接触確認アプリ (COCOA)や各地域の通知サービス (Blu巴toothや

QRコ ドを用いたもの等)を活用。

※原則、 参加者全員に対してアプリダウン口 ドまたは、氏名・連絡先の

把握を徹底。

⑦参加者の把握・管理等
入場時の検温、有症状(発熱文は風邪等の症状)等を理由に入場l

&1 
できなかった際の払戻し措置等により、有症状者の入場を確実に|

防止。

※チケット販売時に、有症状の場合は早めに連絡・キャンセルすることを

周知すること。

~ 時差入退場の塞堕笠イベント前後の感染防止の注意喚起。


